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⑱
日
本
貨
幣
流
通
史
　
　
　
　
　
小
葉
田
　
淳
著

　
摺
餌
貨
幣
制
度
が
名
實
共
に
完
全
な
る
統
｝
の
鍵
現
を
見
た
の

は
，
賜
捨
改
麻
に
よ
み
も
の
で
お
る
位
徳
川
幕
府
隣
代
、
み
る
穫

廣
の
統
一
が
行
は
れ
な
い
で
は
な
か
っ
た
が
、
蟷
造
貨
幣
な
る
交

換
の
媒
、
介
手
段
を
大
陸
文
化
の
蝿
取
に
よ
っ
て
知
姓
初
め
て
よ
り

他
の
外
來
黒
化
に
侯
つ
ミ
同
じ
く
、
國
民
の
無
困
弊
，
忌
避
，
簾

抗
等
、
叉
肚
會
事
情
の
理
博
は
容
易
ぐ
そ
の
続
M
を
許
ざ
な
か
っ

た
の
で
あ
み
。
事
實
、
貨
幣
の
圓
滑
な
る
流
通
を
見
る
迄
に
は
、

世
界
各
、
國
何
れ
も
長
い
歳
月
を
要
し
，
て
居
り
、
等
し
く
近
世
に
至

っ
て
漸
く
其
博
的
を
達
し
て
み
る
◎
此
の
賃
幣
の
流
通
蝉
騒
の
就

會
経
．
濟
史
的
考
察
は
重
要
な
る
意
義
を
有
す
る
◎

　
本
書
は
　
、
臥
水
貨
幣
流
蓮
史
」
の
題
名
を
探
っ
て
、
彫
安
朝
獄
來

近
世
初
期
に
至
る
考
察
を
付
け
で
る
る
が
、
主
た
る
研
究
の
鋤
象

は
中
世
に
あ
る
。
支
那
鏡
の
参
入
に
よ
る
貨
幣
量
①
増
加
に
ま
つ

輔
方
、
貨
幣
鋳
造
似
漿
が
次
第
に
全
鱒
各
地
に
起
妙
、
漸
く
統
一

　
　
　
　
　
　
窮
十
六
轡
鑑
一
號
　
　
一
躍
二

の
晦
光
の
見
え
初
め
來
つ
た
時
代
に
あ
る
。
然
も
此
の
中
世
、
礎

料
が
分
散
的
で
あ
り
、
紛
糾
錯
線
し
て
み
る
が
爲
に
、
研
究
の
嗣

難
を
伸
ひ
未
開
拓
の
分
野
の
観
を
呈
し
て
み
た
の
で
あ
る
。
著
者

は
現
在
肇
北
帝
大
に
職
を
奉
ず
る
新
進
氣
鏡
の
史
家
。
京
都
帝
大

在
墨
Ψ
よ
ひ
研
究
を
重
ね
、
精
研
を
加
へ
て
畢
界
に
此
の
輝
し
き

一
篇
を
迭
陣
し
た
。

　
本
書
ば
之
を
一
概
．
金
銀
分
前
後
爾
編
に
分
ち
．
前
編
に
於
て

貨
幣
流
通
の
展
開
よ
り
鶴
翼
初
期
に
至
る
動
懲
を
關
阻
し
．
特
に

善
悪
晒
銭
並
用
の
中
世
末
期
砂
妖
懲
ミ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
す
る

撰
鍾
ご
そ
の
條
令
ト
夏
に
悪
貨
の
壌
加
ミ
懸
章
母
野
意
義
に
考
察

を
涯
め
レ
風
潮
瞭
代
の
幣
鵠
に
至
っ
て
み
る
。
後
章
金
銀
に
於
て

は
転
そ
の
貨
幣
附
糞
展
を
槻
察
し
、
身
分
階
級
の
障
壁
を
撤
し
て

一
般
無
題
に
優
透
じ
レ
貨
幣
の
磯
能
を
具
備
し
、
幣
欄
O
曜
立
に

棄
る
魑
稚
惣
、
内
的
に
肚
會
の
経
濟
翼
翼
赫
、
外
簿
に
は
金
銀
の

産
塒
量
目
存
在
量
よ
り
論
ま
知
そ
の
近
世
の
駄
會
レ
経
鼻
レ
文
化

の
上
に
及
ぼ
せ
る
慈
義
を
曝
ら
か
に
す
る
。
附
録
に
｛
，
我
邦
貨
幣

唱
こ
殿
勝
的
使
用
ミ
の
關
係
に
就
き
て
の
考
察
」
の
興
趣
深
き
一
篇

を
載
せ
て
み
る
。
た
穿
本
書
に
索
引
を
鋏
ぐ
は
、
其
性
質
上
惜
し

（　14f）　）



渓
油
奄

蓋
し
本
問
題
に
於
け
る
根
本
史
料
は
極
め
で
零
細
な
乃
断
簡
零

墨
で
あ
り
、
之
を
渉
猟
し
、
騙
癒
し
、
綜
合
し
て
結
論
を
見
落
す

の
は
容
易
の
事
で
な
い
。
著
者
は
近
世
以
蘭
の
貨
幣
史
に
基
礎
的

の
研
究
の
必
要
を
感
じ
、
「
廣
汎
な
る
史
料
の
論
難
＄
臓
密
な
る
其

批
判
」
並
び
に
「
、
深
更
な
る
再
吟
味
の
切
要
」
を
主
張
す
る
も
の
で

あ
溢
し
ぞ
の
下
に
未
開
の
境
地
に
凡
っ
て
博
引
傍
捜
、
微
に
入
門

細
を
穿
っ
て
紛
糾
せ
る
貨
幣
の
流
通
に
慨
し
其
眞
相
を
把
握
せ
ん

ミ
し
た
な
眞
罪
な
ゐ
研
究
心
、
不
擁
の
奮
闘
力
ε
ぱ
本
書
を
軽
く

者
の
等
し
ぐ
熟
す
る
所
で
あ
ら
う
。
而
し
て
奨
等
の
史
料
の
統
計
、

的
検
討
を
試
み
て
一
新
機
軸
を
篤
し
、
鰻
掴
的
罷
系
を
與
へ
た
る

所
、
我
が
闘
臓
器
史
を
大
成
す
る
謝
期
的
交
獣
の
幅
た
る
を
失
は

ぬ
。　

三
論
搏
f
は
序
文
を
寄
せ
ら
れ
で
「
本
書
に
依
っ
て
始
め
て
此

方
面
に
光
賜
を
與
へ
ら
る
・
事
は
少
ぐ
競
い
」
ぐ
喬
濡
せ
薄
れ
、

更
に
著
者
の
庵
女
出
版
を
墨
界
に
邊
妙
義
す
に
富
鉱
、
畢
界
に
よ

姪
直
上
の
審
興
癒
態
㌫
声
樽
競
を
博
す
む
卿
伽
封
來
葱
銭
轡
㌧
レ

㍗
此
か
“
や
か
し
ぎ
醗
待
を
以
て
は
な
ザ
げ
の
離
し
ε
せ
病
患
て
レ
・

　
　
　
　
需
　
　
　
　
　
　
、
卜

　
　
　
　
秀
　
　
　
　
　
　
　
　
！
ノ

そ
σ
前
途
を
醗
編
せ
ら
海
て
か
る
σ

　
貨
幣
流
通
の
表
菰
陶
過
程
に
流
れ
す
、
胱
會
経
濟
豊
春
見
地
よ

り
憐
察
せ
る
本
書
を
塵
・
徒
に
薦
め
た
い
。
（
菊
版
賜
五
八
頁
、
コ
ロ

タ
イ
プ
岡
版
三
葉
，
東
京
聯
弾
書
院
、
慣
三
・
遊
園
）
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翻
随
野
外
國
騙
係
史
　
　
　
　
　
　
田
保
橋
　
潔
著

　
　
　
「
卜
靖

　
道
者
は
十
年
來
近
代
日
本
外
臨
凝
望
史
を
研
究
し
、
其
の
業
績

の
｝
端
を
時
々
諸
難
誌
に
糞
表
さ
れ
た
が
、
今
案
稿
を
金
曜
改
訂

し
其
後
の
新
研
究
を
も
加
へ
て
本
書
を
世
に
鋸
だ
さ
れ
た
。
其
の

記
述
の
霊
園
は
十
ん
世
紀
以
降
十
九
世
紀
中
期
に
至
る
総
一
百
年

間
で
、
露
、
英
、
米
三
新
興
勢
力
が
次
錯
に
我
爵
を
贋
遺
し
ガ
、
幕

府
當
局
を
し
て
苦
心
焦
慮
、
途
に
其
①
職
法
た
る
…
銀
踏
舞
を
慶
棄

し
、
再
び
歓
洲
人
に
筑
土
を
閥
放
ず
る
の
忌
む
な
き
に
至
忙
し
め

た
事
賢
を
隔
内
外
の
史
料
に
よ
つ
で
詳
細
に
記
蓮
し
て
み
っ
て
、

日
本
近
代
外
交
兜
の
研
究
者
に
は
必
護
の
書
で
あ
る
（
菊
版
七
二

〇
頁
、
璽
｛
尽
ル
〃
江
婆
院
登
行
、
贋
六
ム
一
〇
間
…
）
ρ
松
野
ロ

　
　
曹
糞
葦
璽
騨
瓢
俗
中
山
太
響

　
藩
論
叢
説
灘
馬
櫛
瀞
氏
等
S
飛
に
標
本
民
俗
學
の
成
業
に
全
階

の
勢
ガ
セ
擁
つ
だ
入
で
あ
陰
欝
本
颪
女
礎
を
姶
勘
多
ぐ
こ
の
か

　
　
　
　
　
　
雛
雫
六
巻
筆
號
　
爾
三
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